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令和 2 年春号 

小学校で募金を
いただきました 

街頭募金の様子

3,436,253 円 

一 般 募 金 2,566,789 円

  ● 戸別募金 円

● 職域募金 円

 ● 法人募金 円

 ● 施設募金箱

1,801,500

112,050

584,000

4,665 円

● 福祉フェスタ募金 11/17 21,985 円

● 学校募金 42,589 円

歳 末 募 金 869,464 円

● 戸別募金 円

● 街頭募金12/７ 62,547 円

● 募金箱

737,200

69,717 円

 ・イオン大木店 　　・道の駅おおき
 ・大木の湯アクアス
 ・大木町健康福祉センター

・大木中学校　　　・大溝小学校
・大莞小学校　　　・木佐木小学校

新
年
度
に
む
け
て

会 

長　

眞 

邉　

泰 

則

　

陽
春
の
候
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
地
域
福
祉

活
動
及
び
事
業
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
貴
重
な

財
源
と
し
て
、
会
員
会
費
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
お
い

て
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
も
多

様
化
し
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
か

ら
の
福
祉
課
題
に
加
え
、
孤
独
死
や
虐
待
、
生
活
困
窮
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
地
域

の
中
で
、
新
た
な
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
に
お
い
て
、
健
康
で
安
心
し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核

的
な
役
割
を
担
う
当
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
民
・
地
域
・
行
政
等
と
連
携
を
図

り
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
協
議
体
「
大
木
さ
さ
え
隊
」
の
さ
ら
な
る

円
滑
な
運
営
に
努
め
、
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
先
の
法
改
正
に
よ
り
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」

の
実
施
が
責
務
と
し
て
規
定
さ
れ
、
複
数
の
法
人
で
構
成
す
る
「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
を
町
内
七
社
会
福
祉
法
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
及
び
資
源

を
活
か
し
て
支
援
す
る
「
大
木
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」
を
設
立
し
、
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
「
元
気
ク
ラ
ブ
事
業
」
と
「
認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
大
莞
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
会
場
を
設
け
、
月
１
回
程
度
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

募金活動にご協力いただき、厚くお礼申し上げます。

集まった募金は、令和２年度の事業に活用させて

いただきます。
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大木町社会福祉協議会の事業を紹介

 

 

 

 

 

 

 

大木町一般介護予防事業大木町介護予防・日常生活支援総合事業

もみじ倶楽部 ※1

　おおむね６５歳以上で、介護

保険のサービスを受けていない

方、家に閉じこもり気味の方を

対象に運動や脳トレ、手芸、ゲ

ームなどを楽しみながら行い、

要介護状態にならないよう、予

防のための教室です。

<実施日>　水曜日,木曜日,金曜日

　　　　   のうち１日（送迎あり）

<時　間>　10 時～15 時

<場　所>　健康福祉センター

<参加費>　６００円

 （お弁当代、おやつ代として）

手芸等で実費が必要な時は別途

徴収させていただきます。

　一人暮らしや高齢者世帯の買

い物に困っている方を対象に、

買い物と運動を楽しみながら行

える介護予防教室です。利用の

方を自宅まで送迎いたします。

今年度より２会場で実施します。

<イオン大木店>

毎週月曜日 9 時～13 時

　　　 （祝日の場合は火曜日）

<アスタラビスタ大木店>

毎月第２火曜日  9時から12時

※参加・利用は無料です。

　認知症の方やその家族、専門

家、地域の方などが気軽に集い、

認知症になっても地域で安心し

て暮らせるように知識や理解を

深める場です。10時から15時

までの時間内は、どなたでも自

由に過ごすことができます。

『カフエwewe』

　<イオン大木店>

　　毎月第1・3火曜日　　　　

　 （祝日等で変更の場合あり）

『お～い！！ふれあいカフェ』

　<大莞コミュニティセンター>

　　毎月第４火曜日

元気クラブ ※2 認知症カフェ

ホームヘルプ事業（高齢者）※3

ホームヘルプ事業（産前産後）※5

居 宅 介 護 事 業  ※4

　居宅において、支援が必要な障がい者に対し

て生活全般にわたる援助を行います。

<対象者>　町の福祉課に申請し障害支援区分が

　　　　  １以上で認定を受けた方

<内　容>　調理・洗濯・掃除・入浴介助

　　　　  排泄介助・食事介助・通院介助など　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日常生活の支援が必要な高齢者などへ生活支援

ホームヘルパーを派遣します。

<対象者>　介護保険の要支援１・２認定者または

　　　　　事業対象者と判定された方

<内　容>　調理・洗濯・掃除・買い物など

　　　　　（週２回まで）

<利用料>　４５分　２００円　

　出産前後、体調不良などの理由で家事や育児を行う

事が困難な家庭にホームヘルパーを派遣します。

<対象者>  母子健康手帳の交付を受けている方

　　　　 日中介護者がいない方

　　　　 ただし妊娠中の場合、医師の所見等により

　　　　 安静を指示されている方

※1～5の事業は大木町より対象者と判定された方です。

大木町社会福祉協議会の事業を紹介

<内　容>　 調理・洗濯・掃除・オムツ交換

　　　　　沐浴介助など

<利用料>　 ４５分　５００円（１日２回まで）

　　　　　１回の出産につき１２回を上限と

　　　　　する。多胎出産した者は２４回を

　　　　　上限とする。
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生活支援体制整備事業『大木ささえ隊』

障がい者相談支援事業｢おおき｣

計画相談支援事業

生活福祉資金事業

意思疎通支援事業

日常生活自立支援事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校区部会行政区ささえ隊 大木ささえ隊作戦委員会

～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる地域づくりを目指して～

　住民・団体・企業・福祉事業所等が協力して、地域住民の様々な問題解決に向けて話し合いを行う

大木ささえ隊は、現在各行政区・各校区・町全体で大木ささえ隊のメンバーが集まり、地域の現状を確

認して、情報交換・共有をしながら、活動を始めています。現在の各校区ささえ隊の取り組みとして、

大溝校区は「買い物支援」について、木佐木校区は「いきいきサロンの推進」について、大莞校区では

「あいさつ・声かけ・みまもり運動」について進めています。

ライフレスキュー事業
（大木町社会福祉法人連絡会）

　社会環境の変化に伴い、既存の制度では対応で

きない方へ支援するため、町内の社会福祉法人で

協力体制を組み、衣・食・住の必用な支援を早急

に対応し、その後の生活改善へ向けて対応してい

きます。

　本年度は手話奉仕員養成講座（基礎編）を５月

～12月にかけて開催いたします。対象となる方

は、昨年度実施しました、手話奉仕員養成講座

（入門編）を修了された方となります。講座等を通

して、意思疎通支援者の養成・啓発を行います。

　福祉サービスの利用援助（福祉サービスの相談

・情報提供・助言・利用や解約のための手続き）

や日常的な金銭管理（公共料金の支払い・毎月の

生活に必要な支払いなど）、書類等の預かり（大

切な書類・印鑑・証書などの管理など）に不安が

ある方々が、住み慣れた地域で安心して暮らせる

ようなお手伝いを、契約に基づき有料でいたしま

す。

　指定相談支援事業所「おおき」では、障がいの

ある方やそのご家族から生活上における様々な相

談を受けています。

　障がい福祉サービスのご利用を希望される方に

は、サービスの情報提供や実際に利用するために

必要なサービス等利用計画の作成、サービス利用

状況の確認「モニタリング」を行います。

　低所得者や障がい者や高齢者世帯に対し、必要

な資金の貸付と相談支援を行うことで、経済的自

立や生活意欲の助長、ならびに在宅福祉及び社会

参加の促進を図り、安定した生活を送れるように

することを目的としています。

　資金の種類ごとに貸付の要件や貸付限度額等を

設け、それぞれの用途に応じた貸付を行っていま

す。相談申し込みは大木町社会福祉協議会で受付

け、福岡県社会福祉協議会が審査及び貸付を行い

ます。
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この広報紙は、共同募金事業として発行されています。

絵
下
古
賀　
　

北
島　

真
弓　

様
（
亡  

北
島　

宏
美　

様
）

絵
下
古
賀　
　

益
田
ト
ノ
ヱ　

様
（
亡  
益
田　

重
樹　

様
）

大
角
西　
　
　

松
石　

弘
久　

様
（
亡  
松
石
ト
シ
子　

様
）

八
町
牟
田
下　

馬
場　

静
枝　

様
（
亡  

馬
場　

臣　

様
）

道
本　
　
　
　

古
賀　

雅
子　

様
（
亡  

古
賀　

朝
志　

様
）

上
八
院
上　
　

山
口
マ
サ
ヱ　

様
（
亡  

山
口　
　

学　

様
）

上
白
垣　
　
　

古
賀　

睦
子　

様
（
亡  

古
賀　

龍
馬　

様
）

吉
祥　
　
　
　

野
口
ゆ
り
子　

様
（
亡  

野
口　

大
空　

様
）

上
木
佐
木
中　

川
村　

信
子　

様
（
亡  

壇　

チ
ト
ヱ　

様
）

横
溝
町　
　
　

中
村　

好
子　

様
（
亡  

中
村　

豊
稔　

様
）

絵
下
古
賀　
　

池
末　

良
一　

様
（
亡  

池
末
シ
ツ
エ　

様
）

奥
牟
田
西　
　

池
上　

和
博　

様
（
亡  

池
上
カ
ス
子　

様
）

高
橋　
　
　
　

山
浦
五
月
美　

様
（
亡  

山
浦　

貞
男　

様
）

大
角
西　
　
　

石
川　

厚
子　

様
（
亡  

石
川　

文
宏　

様
）

前
牟
田
東　
　

中
村　

安
子　

様
（
亡  

中
村
ヨ
シ
カ　

様
）

前
牟
田
東　
　

森　
　

敏
男　

様
（
亡  

森　

壮
一
郎　

様
）

大
角
東　
　
　

石
川　

達
郎　

様
（
亡  

石
川　

達
男　

様
）

絵
下
古
賀　
　

大
塚　

幸
春　

様
（
亡  

大
塚
キ
ク
エ　

様
）

牟
田　
　
　
　

井
上　

泰
之　

様
（
亡  

井
上　

泰
秀　

様
）

横
溝
町　
　
　

古
賀　

佐
透　

様
（
亡  

古
賀
タ
カ
エ　

様
）

大
角
東　
　
　

小
河　

佳
子　

様
（
亡  

小
河　

良
行　

様
）

  

 

 

 

 

 

 

 

寄 

付 

御 

礼 

   

 

 

 

 

 

 

令
和
元
年
12
月
26
日 

～ 

令
和
2
年
3
月
31
日

　

次
の
方
々
か
ら
大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
寄
付
金
は
大
木
町
の

福
祉
事
業
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【 

香 

典 

返 

し 

】

人
事
異
動

就
任　

事
務
局
長　
　

上
之
薗　

睦
子　

　
　
　

事
務
局
次
長　

平
川　

悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
役
場
よ
り
派
遣
）

退
職　

事
務
局
長　
　

池
口　

活
友

心
配
ご
と
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
法
律
相
談
を
左
記

の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

来
所
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

電
話
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

4
月
14
日
（
火
）  　

5
月
12
日
（
火
）

　

6
月
9
日
（
火
）  　

7
月
14
日
（
火
）

　

8
月
18
日
（
火
）  　

9
月
8
日
（
火
）

　

<

相
談
時
間> 　

13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　

※

一
人
の
相
談
時
間
は
約
20
分
程
度

　

<

問
合
せ
・
申
し
込
み> 

☎
３
２-

２
４
２
３

　
 

大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
の
ご
案
内

　

令
和
２
年
度
の
大
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研

修
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
知
識
を
習
得
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
受
講
者
及
び
活
動

者
に
は
地
域
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

令
和
２
年
度
前
期
予
定

４
月
22
日
（
水
）
ロ
コ
モ
に
つ
い
て
・
認
知
症
予
防

５
月
22
日
（
金
）
栄
養
と
食
事

　
　
　
　
　
　
　
　

 

・

高
齢
者
の
特
徴
と
理
解

６
月
25
日
（
木
）
口
腔
機
能
向
上
・

介
護
予
防

７
月
21
日
（
火
）
児
童
の
支
援
・
障
が
い
者
の
理
解

８
月
19
日
（
水
）
傾
聴
の
基
礎
・

上
手
な
聞
き
方

　

<

問
合
せ
・
申
し
込
み> 

☎
３
２-

２
４
２
３

　

 

大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
お
お
き
」

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
余
暇
活
動
の
支
援
と
交
流

の
場
づ
く
り
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。
「
退
屈

な
日
曜
日
、
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
よ
う
か
な
」

く
ら
い
の
軽
い
気
持
ち
で
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

<

場　

所> 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
オ
ン
大
木
店
内
）

<

時　

間> 

11
時
～
15
時

<

開
設
日> 

毎
月
1
回　

日
曜
日

　

※

開
設
日
は
「
広
報
お
お
き
」
の
カ
レ
ン
ダ
ー
か

　
　

社
協
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
下
さ
い
。

障
が
い
者
就
労
相
談

　

障
が
い
者
就
労
相
談
窓
口
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
で
「
働
き
た
い
」
・
「
働
い
て
い
る
け
ど

相
談
し
た
い
」
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ

る
て
、
指
定
相
談
支
援
事
業
所
「
お
お
き
」
の

相
談
員
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

<

場　

所> 　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
オ
ン
大
木
店
内
）

<

時　

間> 　

14
時
～
16
時

<

開
催
日> 　

毎
月
第
４
木
曜
日
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